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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

23年３月期第１四半期  3,695  △10.1  △307  －  △402  －  △920  －

22年３月期第１四半期  4,108  △19.8  △351  －  △446  －  △554  －

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

23年３月期第１四半期  △107  07  －      

22年３月期第１四半期  △64  01  －      

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

23年３月期第１四半期  37,441  5,005  12.6  547  38

22年３月期  37,974  5,951  14.9  657  83

（参考）自己資本 23年３月期第１四半期 4,702百万円 22年３月期 5,651百万円

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

22年３月期  －        0 00 －     0 00  0  00

23年３月期  －      

23年３月期（予想）  0 00 －     5 00  5  00

（注）当四半期における配当予想の修正有無：有・ 無

  （％表示は、通期は対前期、第２四半期（累計）は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計）  9,200  △7.2  820  99.5  570  183.6  370  －  43  07

通期  17,600  △4.9  800  96.3  400  －  200  －  23  28

（注）当四半期における業績予想の修正有無：有・ 無



４．その他（詳細は、［添付資料］Ｐ．３「その他の情報」をご覧ください。） 

（１）当四半期中における重要な子会社の異動 ：無 

新規        社 （社名）                        、除外        社  （社名） 

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用：無 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①  会計基準等の改正に伴う変更：有 

②  ①以外の変更              ：無 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作

成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

（４）発行済株式数（普通株式） 

  
  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時

点において、四半期財務諸表に対する四半期レビュー手続が実施中です。 

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提

となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）２ページ「連結

業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

  

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年３月期１Ｑ 8,670,080株 22年３月期 8,670,080株

②  期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 79,588株 22年３月期 79,388株

③  期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 8,590,602株 22年３月期１Ｑ 8,658,292株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第１四半期連結会計期間における我が国経済は、一部に企業収益の改善が見られ、景気は持ち直し基調にあっ

たものの、個人消費や雇用情勢は引き続き厳しい状況で推移致しました。 

 当社グループの主力サービスの対象である観光ホテル事業においても、個人消費の低迷により、全体的な利用客

単価は下がっており、また宿泊利用者数も見込より伸びず、厳しい状況が続いております。 

 以上の結果、当第１四半期連結会計期間の業績は、宿泊客数実績では 千人（前年同四半期比 ％減）とな

り、営業収益は 百万円（同 ％減）となりました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

（資産、負債及び純資産の状況） 

(1) 資産 

 当第１四半期連結会計期間末の総資産は 百万円となり、前連結会計年度末比 百万円の減少となりまし

た。 

 これは主として、現金及び預金が 百万円減少、有形固定資産が 百万円減少、投資有価証券が時価評価等に

より 百万円減少したことによるものであります。 

(2) 負債 

 当第１四半期連結会計期間末の負債合計は 百万円となり、前連結会計年度末比 百万円の増加となりま

した。 

これは主として、資産除去債務を 百万円計上したこと、短期及び長期借入金が 百万円減少したことによる

ものであります。 

(3) 純資産 

 当第１四半期連結会計期間末の純資産は 百万円となり、前連結会計年度末比 百万円の減少となりまし

た。 

 これは主として、利益剰余金が 百万円減少したことによるものであります。 

  

（キャッシュ・フローの状況） 

 当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は 百万円となり、前連結会計年度末と比較

して 百万円の減少となりました。 

 当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

 「営業活動によるキャッシュ・フロー」は６百万円の収入（前年同四半期連結会計期間は 百万円の支出）とな

りました。 

 主な要因は、税金等調整前四半期純損失が 百万円、仕入債務の減少 百万円があったものの、資産除去債務会

計基準の適用に伴う影響額 百万円、減価償却費 百万円を計上したことによるものであります。 

 「投資活動によるキャッシュ・フロー」は 百万円の支出（前年同四半期連結会計期間は 百万円の支出）とな

りました。 

 主な要因は、有形固定資産の取得による支出 百万円、定期預金の預入による支出 百万円によるものでありま

す。 

 「財務活動によるキャッシュ・フロー」は 百万円の支出（前年同四半期連結会計期間は 百万円の収入）と

なりました。 

 主な要因は、短期及び長期の借入により 百万円を調達しましたが、短期及び長期借入金の返済において

百万円の支出をしたことによるものであります。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 業績予想につきましては、本日（平成22年８月10日）別途公表しております「特別損失の計上に関するお知ら

せ」のとおり、連結で 百万円、個別で 百万円の特別損失を計上しており、これらの影響を現在精査中であり

ます。これにより業績予想の修正が必要と判断される場合には、速やかに公表いたします。 

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

 該当事項はありません。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

①資産除去債務に関する会計基準の適用 

 当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を

適用しております。 

 これにより、営業損失及び経常損失はそれぞれ 千円増加し、税金等調整前四半期純損失は 千円増

加しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は 千円であります。 

②表示方法の変更 

（四半期連結貸借対照表） 

 前第１四半期連結会計期間まで区分掲記しておりました「長期預り保証金」（当第１四半期連結会計期間

千円）は負債及び純資産の合計額の10/100以下になったため、固定負債の「その他」に含めて表示しております。

（四半期連結損益計算書） 

 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、

様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用によ

り、当第１四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目で表示しております。 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書） 

 前第１四半期連結累計期間まで区分掲記しておりました営業活動によるキャッシュ・フローの「社債発行費償

却」（当第１四半期連結累計期間は 千円）は重要性が乏しいため、当第１四半期連結累計期間より「その他

の資産・負債の増減額」に含めて表示しております。 

 前第１四半期連結累計期間まで区分掲記しておりました投資活動によるキャッシュ・フローの「貸付金の回収に

よる収入」（当第１四半期連結累計期間は 千円）は重要性が乏しいため、当第１四半期連結累計期間より「そ

の他」に含めて表示しております。 

 前第１四半期連結累計期間において、財務活動によるキャッシュ・フローの「短期借入れによる収入」及び「短

期借入金の返済による支出」は総額表示しておりましたが、借入期間が短く、かつ、回転が速い短期借入金が主で

あるため、当第１四半期連結累計期間より純額表示しております。 

 なお、当第１四半期連結累計期間における「短期借入金の純増減額」を総額表示すると、「短期借入れによる収

入」の金額は 千円、「短期借入金の返済による支出」の金額は 千円であります。 

  

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

 当社グループは、前連結会計年度において、２期連続して経常損失を計上したことに加えて、２期連続して多額

の減損損失等の特別損失を計上したことに伴う純資産の大幅な減少により、当社グループが借入しているシンジケ

ートローンの財務制限条項の一部に抵触しました。当第１四半期連結会計期間末におきましても、シンジケートロ

ーン 百万円について財務制限条項に抵触しております。当該状況により、継続企業の前提に重要な疑義を生

じさせるような状況が存在しております。 

  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,141,828 2,413,068

売掛金 699,186 693,197

商品及び製品 68,304 65,571

原材料及び貯蔵品 80,161 88,097

繰延税金資産 19,400 8,799

未収法人税等 21,726 53,050

その他 160,329 248,524

貸倒引当金 △3,997 △3,589

流動資産合計 3,186,940 3,566,719

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 72,826,962 72,334,204

減価償却累計額及び減損損失累計額 △50,398,379 △49,828,891

建物及び構築物（純額） 22,428,583 22,505,313

機械装置及び運搬具 683,342 683,697

減価償却累計額及び減損損失累計額 △646,703 △645,976

機械装置及び運搬具（純額） 36,639 37,720

土地 9,997,316 9,997,316

その他 4,343,750 4,326,946

減価償却累計額及び減損損失累計額 △3,905,317 △3,881,675

その他（純額） 438,433 445,270

有形固定資産合計 32,900,971 32,985,621

無形固定資産   

のれん 564,903 574,266

その他 247,603 244,270

無形固定資産合計 812,506 818,537

投資その他の資産   

投資有価証券 333,969 384,657

繰延税金資産 26,864 34,955

破産更生債権等 19,858 19,858

その他 138,035 138,947

貸倒引当金 △31,326 △31,284

投資その他の資産合計 487,401 547,134

固定資産合計 34,200,879 34,351,292

繰延資産   

社債発行費 53,574 55,782

繰延資産合計 53,574 55,782

資産合計 37,441,394 37,973,794
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 475,784 549,132

短期借入金 2,550,000 3,050,000

1年内償還予定の社債 451,000 451,000

1年内返済予定の長期借入金 4,001,800 3,930,800

未払金 973,781 1,034,740

未払法人税等 46,043 27,492

未払消費税等 65,952 66,596

繰延税金負債 146 2,586

役員賞与引当金 2,935 －

その他 506,869 476,483

流動負債合計 9,074,312 9,588,831

固定負債   

社債 3,912,500 3,912,500

長期借入金 17,951,838 17,702,998

繰延税金負債 435,253 380,027

退職給付引当金 330,531 314,983

負ののれん 48,480 49,866

資産除去債務 596,772 －

その他 86,625 73,801

固定負債合計 23,362,000 22,434,176

負債合計 32,436,313 32,023,008

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,454,940 2,454,940

資本剰余金 2,182,984 2,182,984

利益剰余金 113,086 1,032,845

自己株式 △81,825 △81,773

株主資本合計 4,669,185 5,588,997

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 33,083 62,222

評価・換算差額等合計 33,083 62,222

少数株主持分 302,812 299,566

純資産合計 5,005,081 5,950,785

負債純資産合計 37,441,394 37,973,794
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（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

営業収益 4,107,916 3,694,790

営業費用 4,459,146 4,002,240

営業損失（△） △351,229 △307,449

営業外収益   

受取利息 79 115

受取配当金 21,617 7,219

受取地代家賃 22,055 17,517

負ののれん償却額 1,385 1,385

その他 24,679 22,016

営業外収益合計 69,816 48,253

営業外費用   

支払利息 154,113 132,070

社債発行費償却 2,399 2,208

その他 8,396 8,185

営業外費用合計 164,909 142,463

経常損失（△） △446,322 △401,659

特別利益   

投資有価証券売却益 1,672 －

特別利益合計 1,672 －

特別損失   

固定資産除却損 159 209

投資有価証券売却損 － 151

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 390,020

借入金繰上返済損失 68,742 －

その他 980 5,565

特別損失合計 69,881 395,946

税金等調整前四半期純損失（△） △514,531 △797,606

法人税、住民税及び事業税 21,160 42,205

法人税等調整額 19,256 71,826

法人税等合計 40,417 114,031

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △911,638

少数株主利益又は少数株主損失（△） △747 8,121

四半期純損失（△） △554,201 △919,759
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △514,531 △797,606

減価償却費 430,860 394,045

のれん償却額 7,977 7,977

貸倒引当金の増減額（△は減少） 159 449

退職給付引当金の増減額（△は減少） 6,195 15,547

賞与引当金の増減額（△は減少） △75,322 28,266

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △14,910 2,935

受取利息及び受取配当金 △21,696 △7,334

支払利息 154,113 132,070

社債発行費償却 2,399 －

投資有価証券売却損益（△は益） △1,672 151

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 390,020

有形固定資産除却損 159 209

売上債権の増減額（△は増加） 3,212 △5,989

たな卸資産の増減額（△は増加） 9,012 5,202

仕入債務の増減額（△は減少） △142,883 △73,348

未払消費税等の増減額（△は減少） 16,133 △644

その他の資産・負債の増減額 △256,530 14,046

小計 △397,321 105,997

利息及び配当金の受取額 21,618 7,252

利息の支払額 △111,815 △115,225

法人税等の支払額 △37,958 △23,654

法人税等の還付額 － 31,323

営業活動によるキャッシュ・フロー △525,477 5,693

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △15,000 △15,000

有形固定資産の取得による支出 △42,826 △91,160

投資有価証券の売却による収入 3,804 4,748

貸付けによる支出 － △2,350

貸付金の回収による収入 156 －

無形固定資産の取得による支出 △17,941 －

その他 － 86

投資活動によるキャッシュ・フロー △71,806 △103,675

- 7 -



（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） － △500,000

短期借入れによる収入 200,000 －

長期借入れによる収入 4,400,000 1,000,000

長期借入金の返済による支出 △3,848,110 △680,160

社債の償還による支出 △50,000 －

自己株式の取得による支出 － △52

少数株主への配当金の支払額 △9,750 △4,875

その他 － △3,169

財務活動によるキャッシュ・フロー 692,140 △188,257

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 94,855 △286,240

現金及び現金同等物の期首残高 3,444,726 2,263,068

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,539,582 1,976,828
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 当社グループは、前連結会計年度において、２期連続して経常損失を計上したことに加えて、２期連続して多額

の減損損失等の特別損失を計上したことに伴う純資産の大幅な減少により、当社グループが借入しているシンジケ

ートローンの財務制限条項の一部に抵触しました。当第１四半期連結会計期間末におきましても、シンジケートロ

ーン 百万円について財務制限条項に抵触しております。当該状況により、継続企業の前提に重要な疑義を生

じさせるような状況が存在しております。 

 当社グループは、当該状況を解消し又は改善すべく、平成21年11月に策定した「経営改善計画 ～New Karakami 

Project～」に基づき、(1)北海道地区ホテルのオペレーション見直しや地区単位での営業基盤強化などによる収益

力の強化、(2)有利子負債の圧縮や資金繰りの安定化などによる財務体質強化、(3)組織体制の見直しや従業員モチ

ベーションの向上などによる組織力強化を進めております。この経営改善計画に基づき、当連結会計年度における

重点課題として、①営業強化 ②オペレーション体制構築 ③お客様満足向上に取り組み、収益力の回復等を図る方

針であります。また、金融機関との取引状況については、メインバンクを中心に支援継続は得られる見通しにあ

り、財務制限条項に抵触したシンジケートローンについては、契約条件等を変更すべく主要金融機関と交渉中であ

ります。 

 しかし、経営改善計画は推進途上であり、財務制限条項等の変更についても金融機関との合意に至っていないた

め、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。 

 なお、四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不確実性の影

響を四半期連結財務諸表に反映しておりません。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

13,811
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〔事業の種類別セグメント情報〕 

 前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年６月30日） 

（注）１．事業区分の方法 

事業区分は、内部管理（関係会社管理）上採用している区分によっております。 

２．各事業区分の運営会社 

  

〔所在地別セグメント情報〕 

 前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年６月30日） 

 本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。 

  

〔海外売上高〕 

 前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年６月30日） 

 海外売上高がないため、該当事項はありません。 

  

（５）セグメント情報

  
観光ホテル
事業 

ビジネスホ
テル事業 

スポーツ施
設運営事業

レストラン
事業 

計 
消去又は
全社 

連結 

  （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） 

売上高               

(1) 外部顧客に対する売上高  3,178,257 862,860 41,650 25,148  4,107,916  － 4,107,916

(2) セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 7 50 5,036 －  5,094 (5,094) －

計  3,178,264 862,910 46,686 25,148  4,113,011 (5,094) 4,107,916

営業利益又は営業損失(△)  △479,095 121,735 △4,807 4,310  △357,857  6,628 △351,229

事業区分 運営会社 

観光ホテル事業 

当社、㈱東北カラカミ観光、㈱洞爺サンパレス、㈱古賀乃井、㈱

ニュー阿寒ホテル、㈱洞爺パークホテル、㈱川久、㈱ホテルエメ

ラルド、㈱阿寒ビューホテル 

ビジネスホテル事業 当社、㈱マックスパート、㈱川久 

スポーツ施設運営事業 サンシャインビル㈱ 

レストラン事業 ㈱羊ヶ丘展望園 
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〔セグメント情報〕 

１．報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源の

配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

当社は、本社に営業本部を置き、各事業部は、取り扱う地域・サービスについての包括的な戦略を立案し、事業活

動を展開しております。 

したがって、当社は、事業部を基礎とした地域・サービス別のセグメントから構成されており、「北海道地区」、

「東北地区」、「近畿地区」及び「ビジネス部門」の４つを報告セグメントとしております。 

「北海道地区」は、北海道内における観光ホテル事業で構成しております。「東北地区」は、宮城県内における観

光ホテル事業で構成しております。「近畿地区」は、和歌山県内における観光ホテル事業で構成しております。「ビ

ジネス部門」は、東京都、神奈川県及び大阪府内におけるビジネスホテル事業で構成しております。 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年６月30日） 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、スポーツ施設運営事業、レ

ストラン事業、保険取扱代理店業及び広告代理店業等を含んでおります。 

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額 千円は、セグメント間取引消去であります。 

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。 

  

（追加情報） 

当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年３月

27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年３月21

日）を適用しております。 

  

 該当事項はありません。  

  

  （単位：千円）

  

報告セグメント 
その他 
（注）１

合計 
調整額 
（注）２ 

四半期連結
損益計算書
計上額 
（注）３ 

北海道 
地区  

東北 
地区  

近畿 
地区 

ビジネス
部門 

計 

売上高                   

外部顧客への

売上高 
1,445,786  664,996 601,056 916,559 3,628,399 66,391  3,694,790  － 3,694,790

セグメント間の
内部売上高又は
振替高 

－  － － － － 26,954  26,954  △26,954 －

計 1,445,786  664,996 601,056 916,559 3,628,399 93,345  3,721,745  △26,954 3,694,790

セグメント利益又

は損失（△） 
△343,874  △22,421 △83,274 133,235 △316,334 △2,895  △319,230  11,780 △307,449

11,780

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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（１）生産、受注及び販売の状況 

 当社グループは主としてホテル事業を営んでいるため、生産、受注及び販売の状況については、報告セグメント

ごとに、ホテル別の販売実績及び宿泊客数実績を記載しております。 

① 販売実績 

 当第１四半期連結会計期間の営業収益を報告セグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

（注）１．金額は販売価格によっており、セグメント間取引については相殺消去しております。 

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

４．補足情報

セグメント 

の名称 
ホテル名等 

当第１四半期連結会計期間 

（自 平成22年４月１日 

至 平成22年６月30日） 

金額（千円） 前年同期比（％） 

北海道地区 

定山渓ビューホテル  567,891   －

洞爺サンパレス  417,129   －

ニュー阿寒ホテル  227,145   －

洞爺パークホテル天翔  130,491   －

ホテルエメラルド  103,128   －

小計  1,445,786   －

東北地区 

ホテル瑞鳳  393,911   －

秋保グランドホテル  271,084   －

小計  664,996   －

近畿地区 

コガノイベイホテル  184,533   －

ホテル古賀の井  152,648   －

ホテル川久  147,706   －

白浜シーサイドホテル  116,168   －

小計  601,056   －

ビジネス部門 

晴海グランドホテル  397,154   －

ホテルコスモスクエア国際交流セ

ンター 
 381,915   －

川崎グランドホテル  137,489   －

小計  916,559   －

その他 
その他  66,391   －

小計  66,391   －

合計  3,694,790   －
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② 宿泊客数の実績 

当第１四半期連結会計期間の宿泊客数実績を報告セグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

  

セグメント 

の名称 
ホテル名等  

当第１四半期連結会計期間 

（自 平成22年４月１日 

至 平成22年６月30日） 

人数（人） 前年同期比（％） 

北海道地区 

定山渓ビューホテル  56,502   －

洞爺サンパレス  41,856   －

ニュー阿寒ホテル  25,920   －

洞爺パークホテル天翔  14,334   －

ホテルエメラルド  13,434   －

小計  152,046  －

東北地区 

ホテル瑞鳳  24,607   －

秋保グランドホテル  22,748   －

小計  47,355   －

近畿地区 

コガノイベイホテル  9,526   －

ホテル古賀の井  10,510   －

ホテル川久  4,921   －

白浜シーサイドホテル  13,413   －

小計  38,370   －

ビジネス部門 

晴海グランドホテル  29,012   －

ホテルコスモスクエア国際交流セ

ンター 
 33,209   －

川崎グランドホテル  7,859   －

小計  70,080   －

合計  307,851   －
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